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は じ め に

ワ タ へリク ロ ノ メ イ ガ (Diゆlzania indica) は ， 別名
ウ リノ メイガと も 言 われ ， 日 本 を は じ め 台 湾 ， 朝鮮， 中
国 ， 東洋か ら アフリカ の熱帯 ま で広域 に分布して い る 種
であ り ， ワ タ ， アオイ ， ク ワ ， ヘチマ な ど の 葉 を 食 べ る

害虫で あ る (井上 ら ， 1982) 。 沖縄県 で はニガウ リの 害

虫 と して 知 ら れ て い たが (渡嘉敷・ 安 田， 199 1) ， 関東
地方 で は ， マイ ナ ー害虫であ り ， その存在す ら 知 る 人 は

少 な か っ た。

千葉県 で は ， 1997 年に い く つ か の 抑制栽培 キ ュ ウ リ

で発生 したよ う であ り ， 農業 試験場 に 持 ち込みの調査依
頼 が あ っ た。 一過性 の 害 虫 で あ ろ う と 考 え て い たと こ
ろ ， 98 年秋 に は 県 内 全域の キ ュ ウ リ， メ ロン栽培 で大
発生 し， 大 き な問題 と な っ た。 ス イ カ や シ ロ ウ リで も 本
種の寄生 と 被害が確認 され て い る 。

千葉県 で は ， 1998 年 1 1 月 に 特殊報を 発表 したが ， 関

東以南の府県で問題 に な り つ つ あ り ， 99 年は 大阪府 (8

月 ) ， 神奈川 県 (9 月 ) で 注 意報が発令 され て い る 。 千
葉 県 で は ， 前年に 引 き 続 い て 99 年も 多 発生 し， キ ュ ウ
リ， シ ロ ウ リで は 登録薬剤が全 く な い こ と か ら ， 関係機
関 で は その対策 に 苦慮、 して い る と こ ろ であ る 。

こ こ で は ， 室内飼育の方法や室内飼育で得 ら れ た若干
の デー タ を招介す る こ と と し， ワ タ へリク ロ ノ メイガに
関す る 研究の糸口 に なれ ば と 考 え て い る 。

1 室内 での人工飼育法

何例か の 方 法 を 試 みたが ， こ こ で は ， その 中 で最良 の

方法 だけ を 記す。 容器の種類， 資材， 大 き さ等 は ， 適宜
変 え る こ と が可能な こ と は言 う ま で も な い。

( 1 )  採卵
容 器 は 25 X 30 x 高 さ 28 cm の ウ ン カ 類飼育ケ ージを

用 い る 。 成虫の飼料 と して は ， サントリー株式会社製の
サン ト リー は ち みつ レ モン を 水で 3 倍 に 希釈 し， プロ ピ

オ ン酸 0 . 1% を 力日用 したも の を 与 え る 。 100 m l ビ ー カ
ー に飼料 を 入 れ ， 丸め た伊紙 を 立 て て 横 か ら l以汁させ る
と よ し 3。

The Biology of the Cotton Caterpi l lar  (DiajうI!{/I，;a il/dica) 。
and the Resistance to Insectcides. By Ki ichi SI I IMIZU 

( キ ー ワ ー ド : ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ， ウ リ ノ メ イ ガ， 飼育法，

生態， 越冬， 薬剤感受性)
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い ちき士且同
底 に 穴 を 聞 け たフィルム ケ ー ス でキ ュ ウ リ苗 を 作 り ，

産卵刺激物 と して 使用 す る 。 シ イ タ ケ 小売 り 用 の 1 1. 5
X 19 . 5 cm の ビニル ネ ッ ト袋 ( シ イ タ ケ ネ ッ ト) を 二重
に して その 中 に フィルム ケ ー ス ご と キ ュ ウ リ苗 を 入 れ

る 。 上部 を 細 い 針金で結 び， 粘着 テ ー プで ケ ージの 中 に
吊 る す (図 1) 。

こ の ケ ージの 中 に 200�300 頭 の 羽化成虫 を 放飼 す る 。
放伺 2 1:'1 後か ら 産卵 が 開 始 され ， 8 日 後頃 ま で採卵が可
能であ る 。 卵 の ほ と ん ど は シイ タ ケ ネ ッ ト上 に 産 みつ け
ら れ る 。

250C ，  1 5  L -9 D 条件下 で の 雌 成 虫 の 50%死亡 日 は ，
羽化 8 日 後であ っ た。 沖縄県の ワ タ へリク ロ メイガの 1
雌 当 たり 産卵数 は 808 個 で あ る が (金城 ・ 新垣 ， 1999) 
千葉県の個体では 63 . LJ 個 と 少 な か っ た ( 図-2) 。 問属の
近似種 D. nitidas は ， 好 適 な 飼料 で飼育 した場合で も l
雌 当 たり 産卵 数 は 80 . 5 個 で あ る (DAY and ROBINSON ， 

図 - 1 採卵用 の ケ ー ジ
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図 - 2 ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ雌成虫の羽化後 口 数 ご と の

生存率 と 産卵数
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198 1 ) 。
産卵 さ れた シ イ タ ケ ネ ッ ト は， 70% エ タ ノ ー jレ水溶液

で洗浄後 に 水洗 し ， そ の 後 に 1 0% ホ jレ マ リ ン 水溶 液 に

20�30 分浸出 し ， 水洗後 に 風乾 す る 。 卵 の ふ 化 に 影響

は 見 ら れ ず， !耳目 の 取 り 出 し ま で カ ビ の 発 生 も 抑l え ら れ

る 。

( 2  ) 幼虫の飼育
20 x 27 x 高 さ 8 cm の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製の シ ー jレ 容器

を 用 い ， 底 に ]K ワ イ パー を 1 枚敷 い て 殺菌 し た シ イ タ

ケ ネ ッ ト を置 く 。 そ の上 に給餌用切削板で ス ラ イ ス し た

人工飼料 を ， 多 く は 重 な ら な い程度の孟で均等 に 与 え ，
さ ら に そ の上 を ] K ワ イ パ ー l 枚で覆 う 。 250Cの卵期 は

約 5 日 な の で， 採卵後 4 EI 目 に人工飼料 を与 え る の が よ

い。 ふ化前 日 に な る と 限点 と 口擦が見 え る よ う に な る 。

250C前後の温度 で は， 飼料 を 与 え て か ら 1 0 日 前後 で
4�5 齢幼虫 と な っ て い る 。 多 い 場合 に は， シ イ タ ケ ネ
ッ ト l 枚 で 1 ，000 頭 以 上 も の 幼 虫 が 発 生 す る こ と が あ
る 。 3 齢以 上 の 幼虫 は， ほ と ん ど が人 工 飼 料 を 覆 っ た
]K ワ イ パー の 裏面 に 付着 し て い る 。 幼虫が多過 ぎ る と

き は 10 日 以前 に 飼料の捕給が必要 と な る が， こ れ ら の

時期 に 幼虫 の 付着 し て い る ]K ワ イ パ ー を 切 り 裂 き ，

( 2000 年)

200 頭前後ずつ に 分 け て 飼育 を 再 開 す る 。 こ の と き の人

工 飼 料 の 誌 は ， 1 頭 当 た り 0 . 7 g 程 度 と す る ( 図-3，

表ー1 ) 。

数 日 す る と 模食 を 停 止 し ， 腸内容物がな く な っ て透 き

通 っ た 5 齢幼虫の発生が始 ま る 。 飼料の残訟 を 確認 し て

か ら ]K ワ イ パ ー 4�5 枚 を 重ね て シ ー ル 容認の 中 に 入

れ る 。 紙 の 間 で 焔 化 し ， 鏑 の 取 り 出 し が 容 易 に な る

(図-4) 。 羽化前 日 の焔 は ， 前後麹の黒色の帯が見 え る よ

う に な る ( 口絵写真参照) 。

現在 は， 人工飼料 と し て 日 本，�産工業株式会社製の イ
ン セ ク タ LF を 用 い て 累代飼育 を し て い る が， 飼育開始

当 初 は キ ュ ウ リ 葉 の乾燥粉末 を 加 え て 人工飼料 を作製 し

て い た (表 2) 。 カ ビ 対 策 に 苦 慮 し た が， 乾 燥 粉 末 を

130"Cで 24 時間の乾熱滅菌す る こ と と ， プ ロ ピ オ ン駿，

ホ ル マ リ ン の 量 を 多 く す る こ と で解決 し た 。

キ ュ ウ リ 禁乾燥粉末 を 10%加 え た 人工飼料 と イ ン セ
ク タ LF で の 発育状況 を 比較 し た と こ ろ ， イ ン セ ク タ
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ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ人工飼料組成
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250 m l  

表 2

シ ノレ ク メ イ ト L 4 (M) 
キ ュ ウ リ 業粉末 ( 1 30'C， 24 I時間乾燥)

プ ロ ピ オ ン 殴

ホ ノレ マ リ ン

水

鯛の取 り 出 し図 - 4

人工飼料で飼育cl:Jの幼虫図 - 3

表 ー 1 ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ 3 紛幼虫 10

頭の発育に必要な人工飼料の立
表 - 3 2 極類の人工飼料で卵か ら 飼育 し た と き の発育状況 (25'C， 20 日 1m)

平均姉重
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有

有
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有
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LF 区 の発育が や や遅 く ， 鍋重 は や や軽 か っ た が， 一般
的な飼育 で あ れ ば， 問題な い程度の差であ っ た (表ー3) 。

キ ュ ウ リ 葉乾燥粉末入 り の人工飼料で飼育 し た と き の
煽重 は， 約 80 mg で あ っ た 。 キ ュ ウ リ 葉 で 飼育 し た と

き の沖縄県 の 本 種 の 嫡 重 は 67�68 mg で あ り ， 千 葉 県

の個体 よ り 小 さ い (金城 ・ 新垣， 1 999) 。
2 被害の様相

キ ュ ウ リ と ス イ カ を栽培 し て い る ハ ウ ス に 成 虫 を 放飼

い 行動や加害の様子 を観察 し た 。
成虫 は体長 1 0 mm 程度で， 麹 の 関長が 22�25 mm で

あ る 。 前麹前縁 と 前後麹の外縁が帯状 に 黒色であ り ， 内

側 は半透明 で、あ る 。 雌雄 と も に 尾端の毛塊が発達 し て お
り ， 止 ま っ て い る と き は常 に揺 り 動か し て い る 。

成虫は， 昼間 で も よ く 飛甥 し ， 訪花 し て l汲蜜行動 を と

る ( 口絵写真参照) 。 産卵 は ， 完 全 展 開 業 の 哀面 に l 卵
ず つ ， も し く は 魚 の う ろ こ 状 に 数個 を 重 ね て 行 う 。 卵

は， 産卵後に 偏平 と な る ( 口絵写真参照) 0 1�2 齢幼虫
は， 葉脈 を残 し て葉裏か ら 食害 し， 葉が透 け た よ う な被

害 と な る 。 3 齢幼虫以後 は ， 背面の左右 2 条 の 太 い 白線

が明 ら か と な り ， 他穫 と 混同 す る こ と は な い ( 口 絵写真

参照) 0 3 齢幼虫 は， 上部 に 移動 し ， 生長点 に 近 い 未 展

開葉や幼果 を加害す る よ う に な る 。 5 齢幼虫の食害2 は
多 く ， 築， 実， 茎 の す べ て が加害対象 と な り ， 激甚な被
筈が発生す る こ と も あ る (図 5， 6， 口絵写真参照) 。

3 発育 に 及 ぼ す 温度 と 日 長の影響

幼 虫 の 齢期 は 5 齢 ま で あ り ， そ の 頭 l隔 は そ れ ぞ れ
o . 227， 0 . 374， 0 . 580， 0 . 906， l .  372 mm で あ る (PETEI�

and DAVIIl， 1991 ) 。
生植物 を問料 と し た と き の産卵か ら 羽化 ま での発育限

界混度 と 有効精算温度 は ， 2 例求 め ら れて い る 。 沖縄県
でキ ュ ウ リ 葉 を飼料 と し て 飼育 し た場合は， 13 . 5'C以上
294 . 1 日 度 で あ り (金 城 ・ 新 垣， 1999 ) ， ウ リ 科 Coc
czηia 属の葉で飼育 し た 場 合 は 1 2 . 05'C以上 454 . 55 EI 度

であ っ た (RETER and DA\'ID， 1 992) 。 キ ュ ウ リ 葉粉末入

り 入 工 飼 料 で 飼 育 し た 千葉 県 の 系 統 は ， 1 2 . 36'C以 上

357 . 0 日 度 で あ っ た。 25'C条件下での所要 日 数 は ， そ れ

ぞれ 25 . 6 日 ， 35 . 1 日 ， 28 . 2 日 と な る 。 飼料に よ る 差 も

考 え ら れ る が， そ れ以 上 に地域間差があ る よ う に感 じ ら
才1 る 。

18�30'C ま で 2'C ご と に 1 5 L-9 D と 12 レ 1 2 D の 日
長条件下で飼育 し た が， ど の 温度 の 短 日 区 で も 卵 ・ 幼
虫， 踊の発育が大 き く 遅延す る こ と は な く ， 本積 は�I:休
眠性の昆虫であ る と 推察 さ れた (表-4) 。

4 生活史の推定

休眠性 を 持 た な い 本 種 の 越冬 に つ い て は 不 明 で あ っ

図 - 5 花弁 を 食害 し た幼虫

図 - 6 新芽の cl-' に 潜 り 込 ん で い たがJ虫

表 - 4 温度 と 1 1 長 を 変 え た と き の ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ の

発育Jtfl附

飼育百d，J1r
1 1 長

羽化個体数 卵， 幼虫期間 蝋lU!!1\J

("C) (頭) ( 日 ) ( 日 )

30 1 5  L- 9 0  103 1 4 . 7  6 . 1  

1 2  L- 12 0 87 1 4 . 5  6 . 9  

28 1 5  L- 9 0  96 1 5 . 9  6 . 9  

1 2 L- 12 0 60 1 6 . '1 7 . 8  

26 15 L- 9 0  106 1 8 . 0  7 . 7  

1 2  L - 1 2  0 34 20 . 6  8 . 2  

24 15 L- 9 0  107 22 . 3  1 0 . 0  

1 2  L- 1 2 0 1 1 2  2 1 . 9 1 0 . 3  

22 15  L- 9 0  78 25 . 7  1 1 . 7  
1 2  L- 1 2 D 70 30 . 0  1 2 . 7  

20 15 L- 9 0  68 36 . 1  1 6 . 2  

1 2  L- 1 2  0 82 34 . 2  1 6 . 6  

18 1 5  L- 9 0  。
12 L- 12 0 3 4 5 . 7  2 1 . 7  

た 。 25'C， 15  L -9 D 条件 下 で飼育 中 の 卵~踊 ま で を 1 2

L-12 D で 8�24'C ま で 2'C間隔の条件下 に 移 し ， 耐低温
性 を調査 し た。

卵 は， 14'C以 下 で は ふ 化 せ ず に 死亡 し ， ふ化幼虫 も
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140C以下で は l 頭 も 踊化 し な か っ た。 16， 180Cの嫡化率

も 低か っ た 。 4 齢幼虫 も 1 4T以下で は l 頭 も 蜘化 し な か

っ た が， WC以 上 の 帰化 率 は 高 か っ た。 5 齢幼虫 は，

140C以上で!嫡化率が高か っ た が， WCでは羽化す る 個体

は な く ， 160C以上で羽化率が高 か っ た 。 蛸 は 12T以 下

で は す べ て 死亡 し， 140Cで は 5% の個体が羽化 し た だ け

であ り ， 160C以上の羽化率が高 か っ た。 5 齢幼虫 の耐低

混性が比較的高か っ た が， 耐 え ら れ る 温度 は WCであ

っ た 。

日 本の冬の低温に は耐 え ら れな い よ う な耐低温性であ

っ た が， 静 岡 県 病 害 虫 防 除 所長 の 池 田 氏 は， 1997， 98 

年の 1 月 に静岡県袋井市の 自宅庭の ナ ノ け ー に寄生 し て い

る 本種 の 3�5 齢幼虫 を 採 集 し ， 羽 化 を 確認 し て い る

(私信) 。 本穫が ア ブ ラ ナ 科植物 に 寄生 す る こ と は報告 さ

れ て い な いが， ウ リ 科や ア オ イ 科の植物 は冬 に 落葉 し て

し ま い， 幼虫 の飼料に は な り え な い。

1999 年 3 月 8 日 に 葉 の あ る 植物 を 採 取 し ， 人工飼料

で飼育中 の 4 齢末期の幼虫 10 頭 を 接種 し て み た 。 チ ン

ゲ ン サ イ ， チ リ メ ン ハ ク サ イ ， レ タ ス ， セ リ では イ ン セ

ク タ LF と 同等 に発育 し ， ナ パ ナ ， ナ ズ ナ ， カ ラ シ ナ，

ダ イ コ ン， ハ コ ベ， オ オ ノ て コ ， ホ ウ レ ン ソ ウ ， カ ラ ス ノ

エ ン ド ウ の葉 も ほ ぼ好適 な飼料であ っ た 。 オ ニ ノ ゲ シ，

セ イ ヨ ウ タ ン ポポ， ヨ モ ギ， オ ラ ン ダ ミ ミ ナ グサ， ス ズ

メ ノ カ タ ビ ラ ， ホ ト ケ ノ ザ， オ オ イ ヌ ノ フ グ リ ， ネ ギ は

食害 し た が好 適 な 飼 料 で は な く ， ハ ル ジ オ ン， ギ シ ギ

シ ， コ モ チ マ ン ネ ン クやサ での発育 は悪か っ た。 ク ワ 葉へ

の接種 は， 5 月 に な っ て か ら 試み た が， ク ワ 葉 も ほ ぽ好

適な飼料であ っ た ( 図 7) 。

25Tの定温室 内 に 雌成 虫 を 放飼 し ， キ ュ ウ リ ， チ ン ゲ

ン サ イ ， レ タ ス ， ネ ギ， ギ シ ギ シ の 葉 を 水差 し に し て産

卵選択 を調査 し た 。 対照の炉紙 に は ほ と ん ど産卵 さ れな

か っ た が， キ ュ ウ リ 葉への産卵数 を 1 00 と す る と ， ギ シ

ギ シ に は 63 . 1 ， チ ン ゲ ン サ イ に は 45 . 2， レ タ ス に は

35 . 5， ネ ギ に は 2 . 2 と ， ネ ギ以外の植物への産卵が明 ら

か に認め ら れた 。

1999 年 10 月 9 日 に室 内 で得 ら れた 卵 を， 千葉県東金

市の昆虫研究室の野外条件下で イ ン セ ク タ LF を 用 い て

飼育 し た と こ ろ ， 12 月 14 日 に は 80%が 5 齢 に な っ て お

り ， 死亡虫率 は 8 . 8% で あ っ た 。 12 月 14 日 か ら 個体飼

育 に し て 飼育 を 継続 し て い る が， 1 月 13 日 現在， 39 頭

の 5 齢幼虫 と 4 頭の 4 齢幼虫が生存 し て い る 。 陽だ ま り

的な所での生存率は も っ と 高 い と 考 え ら れ る 。

こ れ ら の こ と か ら ， 本 種 は ， 関 東 以 前 の 地域 で あ れ

ば， 露地 に お い て も 本来 の 食草 で は な い植物体上 で，

中 ・ 老齢幼虫が越冬 し ， 春先の発生源 に な る と 推察 さ れ

14 

図 一 7 各磁植物の主主で飼育中の幼虫

た 。 lぬ夏か ら 秋 に か け て の密度が高 く な る こ と の原因で

も あ ろ う 。

関東地方 で は年間 に数回の世代 を繰 り 返す と 考 え ら れ

る 。

5 性 フ ェ ロ モ ン と 発生予察

定温室 の 中 で は ， やや弱 い走光性 を 示す が， 予察灯 に

は誘引 さ れ な い よ う で あ り ， 本種の発生予察 に は 性 フ ェ

ロ モ ン が有効で あ る と 考 え ら れ る 。

性 フ ェ ロ モ ン と し て は， E l 1 -16 ・ Ald， E 1 0  E 12-

16 : Ald の混合物が知 ら れ て お り ， そ の比率 は 100 : 49  

であ る 。 処女雌体内 か ら は 1 6 : Ald が約 2%見つ か っ て

い る が， 前二者 に 0 . 5�10%加 え て も 誘引 力 に 変化 は認

め ら れ な か っ た (WAKA，IURA e t  a l . ，  1998) 。 し か し， こ の

2 積混合物 を含浸 さ せ た ゴ ム セ プ タ ム の誘 引 力 は沖縄県

に お い て も 弱 く ， 処女雌 3 頭の 1/3�1/8 で あ っ た。 若

村氏 か ら こ の セ プタ ム を い た だ き ， 千葉県 内 3 か所の ウ

リ 科作物栽培地 に 設置 し て み た が， 2 か所 で は 9 月 下旬

に な っ て か ら の 誘殺 し か 見 ら れ ず， 4�10 月 の 年 間 で

131 頭， 40 頭， 5 頭が誘殺 さ れた だ け で あ っ た。 昼間 も

活動す る 本種の発生予察 に性 フ ェ ロ モ ン は必要 な い と 考

え ら れ た 。 と こ ろ が， 10 月 8�26 日 ま で 2 台 ず つ の ト

ラ ッ プ を 用 い， 処女雌 10 頭 と 比較 し た と こ ろ ， 処女雌

ト ラ ッ プ で は 合計 278 頭 の 雄成 虫 が誘殺 さ れ た の に 対

し ， ゴ ム セ プ タ ム で は 1 1 頭 だ け で あ り ， 処女雌 ト ラ ッ

プの 1/25 以下であ っ た 。 処女雌 と 同等 の 誘引 力 を 持 つ

合成性 フ ェ ロ モ ン誘引 剤が開発 さ れれ ば， 発生予察の使

用 に も 十分耐え ら れ る と 考 え ら れた 。

同属の D. hyalinata と D. nüidas で も 性 フ ェ ロ モ ン が

明 ら か に な っ て お り ， 前者の性 フ ェ ロ モ ン は ワ タ へ リ ク

ロ ノ メ イ ガ と 同 じ で あ り ， 比 率 だ け が 50 . 4 : 39 . 1 と 異

な っ て い る (RAINA et al . . 1986) 。 後者 は E 1 1-16 : Ald 

は 共 通 で あ る が， Z 11-16 Alcl と E 10 Z 12-16 : Ald が

構成成 分 に な っ て お り ， そ の 比 率 は ， 75 : 3 . 3  : 0 . 2 で
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図 - 8 ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ の推定誘数時五IJ
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図 - 9 処女雌怜11出物に 誘引 さ れ る 雄成虫

表 - 5 キ ュ ウ リ i'úの食11n以前説、 に よ る ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ 3 1愉幼虫の死虫率

希釈(抗Eキ: 供試頭数 3 FI 後生存数 (iïj'j)
薬 剤l 名

(前) (頭) 青| 死虫ヰ1 食主主穏l主
3 i愉 4 11前 5 齢

〔合成 ピ レ ス ロ イ ド 系〕
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳方IJ 1 . 000 30 。 2 93 . 3  0 . 5  
フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン乳剤 1 . 000 30 ? 20 ? 24 20 4 
シ ペ Jレ メ ト リ ン乳 剤 1 . 000 30 。 1 2  。 1 2  60 2 
ア タ リ ナ ト リ ン 水平日商IJ 1 . 000 30 4 19  。 23 23 . 3  2 . 5  

〔有機 リ ン 系〕
DEVP 手Lì'íIJ 1 . 000 30 。 8 2 1  29 3 . 3  4 
マ ラ ソ ン手LíílJ 1 . 000 30 。 16  9 25 1 6 . 7  4 
ア セ フ ェ ー ト 水平日剤 1 . 000 30 。 2 。 2 93 . 3  2 
ダ イ ア ジ ノ ン水和斉IJ 1 . 000 30 。 20 4 24 20 3 . 5  
DEP 乳斉IJ 1 . 000 30 2 1  6 28 6 . 7  3 . 5  
ジ メ ト エ ー ト 乳剤 1 . 000 30 。 20 2 1  30 3 . 5  

〔 カ ー パ メ ー ト 系〕
ア ラ ニ カ ル プ水和斉IJ 1 . 000 30 3 23 27 1 0  4 
ベ ン フ ラ カ ノレ プ MC 1 . 000 30 5 1 9  。 24 20 3 . 5  

〔 ネ ラ イ ス ト キ シ ン 系〕
カ Jレ タ ッ プ水溶剤 1 . 500 30 。 。 96 . 7  。

〔 ピ ロ ー /レ 系〕
ク ロ /レ フ ェ ナ ピ ル水和高IJ 2 . 000 30 。 。 。 。 100 

〔 ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系 〕
ア セ タ ミ プ リ ド *ì容斉IJ 3 ， 000 30 24 。 25 1 6 . 7  3 . 5  

(JGR 剤〕
プ ノレ フ ェ ノ ク ス ロ ン 乳 首IJ 2 ， 000 30 。 。 。 。 1 00 4 
テ フ ノレベ ン ズ ロ ン 乳 剤 2 ， 000 30 。 3 。 3 90 4 

(8T fíiJ) 
( エ ス マ ル ク DF) 1 ， 000 30 。 。 。 。 1 00 1 . 5 
( デル フ ィ ン頼主立水和fíiJ) 1 ， 000 30 。 2 93 . 3  1 . 5 
( ゼ ン タ ー リ 穎粒水利J'íiJ ) 1 ， 000 30 。 。 96 . 7  1 . 5  

〔 そ の{也〕
エ マ メ ク チ ン安息香酸JíK乳J'íiJ 2 . 000 30 。 。 。 。 1 00 
ス ピ ノ サ ド 水平11斉IJ 5 ， 000 30 。 4 。 4 86 . 7  
イ ン ド キ サ カ ノレ プ水和剤l 2 . 000 30 。 1 1  。 1 1  63 . 3  2 
イ ン ド キ サ カ ノレ プ水平IlfíiJ (4 日 後) 2 ， 000 30 。 3 86 . 7  2 
ト ノレ ブ ェ ン ピ ラ ド 乳斉IJ 1 ， 000 30 ?? 。 23 23 . 3  4 

Thiamethoxam 水溶剤l 2 . 000 30 。 24 25 1 6 . 7  3 . 5  

無処理 30 5 1 7  3 25 1 6 . 7  4 

食�J}程度 0 : な し ， 1 : 業の一部 に 食�a!�， 2 誌の半分以下， 3 : 裂の 半分以上， 4 : 無処理 と 同等.

一一一 1 5 一一一
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表 - 6 虫体浸潰法に よ る ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ 3 齢幼虫の死虫率

希釈倍率 (共試頭数
薬 剤 名

(倍) (頭)

〔合成 ピ レ ス ロ イ ド系〕
エ ト フ ェ ン プロ ッ ク ス 乳剤 1 ， 000 30 

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン乳剤 1 ， 000 30 

シ ベ ル メ ト リ ン乳剤 1 ， 000 30 

ア ク リ ナ ト リ ン水和剤 1 ， 000 30 

〔有機 リ ン系)
DDVP 乳剤 1 ， 000 30 

マ ラ ソ ン乳剤 1 ， 000 30 

ア セ フ ェ ー ト 水和剤 1 ， 000 30 

ダイ ア ジ ノ ン水稲[1剤 1 ， 000 30 

DEP 乳剤 1 ， 000 30 

ジ メ ト エ ー ト 乳剤 1 ， 000 30 

〔 カ ーパメ ー ト 系〕
ア ラ ニ カ ル プ水和剤 1 ， 000 30 

ベ ン フ ラ カ ル プ MC 1 ， 000 30 

〔 ネ ラ イ ス ト キ シ ン系〕

カ ノレ タ ッ プ水溶剤 1 ， 500 30 

〔 ピ ロ ー ル系〕

ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル水和剤j 2 ， 000 30 

〔 ネ オ ニ コ チ ノ イ ド系〕
ア セ タ ミ プ リ ド水溶剤 3 ， 000 30 

〔 そ の他〕

エ マ メ ク チ ン安息香酸塩乳剤l 2 ， 000 30 

ス ピ ノ サド水平日剤 5 ， 000 30 

イ ンドキ サ カ ル プ水和剤 2 ， 000 30 

ト ル プ ェ ン ピ ラ ド乳剤 1 ， 000 30 

Thiamethoxam 水溶剤 2 ， 000 30 

無処理 30 

あ る (KI.UN et al . ， 1986) 0 3 種 と も そ の誘引 力 は 弱 く ，
未知の マ イ ナ 一成分が あ る だ ろ う と 推測 さ れて い る 。 誘

引 能力 の 高 い性 フ ェ ロ モ ン 剤 の 開発は， 今後の研究の進
展 を待た な け れ ば な ら な い。

沖縄県 での本種の 交尾時刻 は， 成虫の 日 齢 に よ っ て や

や変化す る が， 雌の コ ー リ ン グ ポ ー ズ が開始 さ れ る 時刻

や交尾開始時刻 の調査か ら ， 日 没 3 時間頃が ピ ー ク で あ

り ， 明 期 中 の 交 尾 は 認 め ら れ て い な い (KINJOU and 

ARAKAKI ， 1999) 。
千葉県 の本種 を 用 い て ， 25'Cの定温室 内 で処女雌 ト ラ

ッ プへ の 誘殺時刻 を 調査 し た 。 暗期 中 に も 誘殺 さ れ る
が， ピ ー ク は 明 転 直 後 で あ り ， 明 転 後 の 1 時 間 に 約
50% が誘殺 さ れた (図 8) 。 全明条件下で羽化 し た 雌成
虫 を 時聞 を 変 え て 暗処理 し， コ ー リ ン グ ポ ー ズ を観察 し
た と き も ， 暗処理 7�8 時間 の個体の コ ー リ ン グ虫率が
高か っ た。

沖縄県 の ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ の 交尾時刻 と は 明 ら か
に 異 な っ て い る 。 明転直後 に は， 次々 と ト ラ ッ プ に誘殺

3 日 後生存数 (頭)
言1- 死虫率 食害程度

3 齢 4 齢 5 r齢

。 。 。 。 100 。
3 1 。 4 86 . 7  2 

。 4 。 4 86 . 7  2 

3 15  1 19 36 . 7  3 

3 21  1 25 16 . 7  3 

。 7 3 10 66 . 7  3 

1 19  l 2 1  30 3 

1 23 5 29 3 . 3  4 

。 28 。 28 6 . 7  4 

l 20 1 22 26 . 7  3 

5 5 。 10  66 . 7  2 

。 18 9 27 10 4 

1 1 。 2 93 . 3  1 

2 13 。 15  50 3 

5 21  2 28 6 . 7  3 

。 。 。 。 100 I 
。 。 。 。 100 1 

2 10  。 12 60 2 

1 12 。 13 56 . 7  3 

2 24 。 26 13 . 3  3 

。 27 2 29 3 . 3  4 

さ れ る 。 明期中 の行動であ り ， 性 フ ェ ロ モ ン に対す る 反

応調査や ト ラ ッ プ の 開 発 を す る に は 最適 な 昆 虫 で あ る

( 図 9) 。
6 薬剤感受性

キ ュ ウ リ 苗 を 用 い て 食餌浸潰法 と 虫体浸漬 法 に よ っ
て， 常用濃度での 3 齢幼虫の死虫率 を 25 種類 の 殺 虫 剤

に つ い て 調査 し た 。 食餌浸漬法で は ， ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル
水和剤， BT 剤 ( エ ス マ ル ク DF) ， フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン
乳剤， エ マ メ ク チ ン 安息香酸塩乳剤 だ け が 100% の死虫
率であ っ た (表一5) 。

虫体浸潰法で は ， エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤， エ マ メ
ク チ ン 安息香酸塩乳剤， ス ピ ノ サ ド 水和 剤 の 死 虫 率 が
100%で あ っ た (表-6) 。

ハ ウ ス 内 で栽培下の キ ュ ウ リ で は， 薬剤散布 3 時間後
に 網 か け 放飼 を 行 っ た 。 2 齢幼虫 20 頭 ず つ を 3 株 に 放
飼 い 5 日 後 に 生存虫数 を 調査 し た 。 ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル
水和剤， エ マ メ ク チ ン安息香酸塩乳剤， BT 剤 ( ク オ ー
ク フ ロ ア フソレ， デル フ ィ ン頼粒水和剤) ， ル フ ェ ヌ ロ ン

16 一一一
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表 時 7 網か け放飼 し た ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ 2 齢幼虫の死虫率 低 い こ と は 驚 き で あ る 。 元来薬剤

希釈倍率 供試頭数 5 日 後生存数 (頭) に 対 す る 感 受 性 が 低 い 害 虫 な の
か， 抵抗性 を 発達 さ せ た 個体群が
侵入 し た の か， 今後の研究課題で
あ る 。

薬 剤 名 計 死虫率
(倍) (頭) 3 齢 4 齢 5 齢

ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル水和剤 2 ， 000 60 。 。 。 。 100 

エ マ メ ク チ ン安息香酸塩乳剤 2 ， 000 60 。 。 。 。 100 
ア ラ ニ カ ル プ水平日剤 1 ， 000 60 3 12 21 36 40 

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤 1 ， 000 60 l 12 4 17  71 . 7 

BT 剤 (ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水和剤) 1 ， 000 60 5 5 l 1 1  81 . 7 

BT 剤 ( ク オ ー ク フ ロ ア プル) 400 60 。 。 。 。 100 

BT 剤 ( デル フ ィ ン頼粒水和剤) 1 ， 000 60 。 。 。 。 100 

ル フ ェ ヌ ロ ン乳剤 2 ， 000 60 。 。 。 。 100 

フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン乳剤 1 ， 000 60 3 18 36 57 5 

ク ロ マ フ ェ ノ ジ ド 水和剤 1 ， 000 60 3 6 5 14 76 . 7  

無処理 60 4 26 29 59 1 . 7  

表 - 8 薬剤散布後 に 婦 を 放飼 し た と き の ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガの発生状況

現在， 日 本植物防疫協会が主催
し ， 病害虫緊急対策事業 と し て 防
除特別連絡試験が組織 さ れて い る
オ オ タ バ コ ガ以上の薬剤感受性の

低 さ で あ る 。 こ の感受性の低 さ と
生長点付近や果実， 茎内部 に 潜 り
込 む こ と ， ウ リ 科， ア オ イ 科以外
の植物 に も 産卵 し ， 幼虫 の 発育が
可能 な こ と か ら ， 暖地で は ， ウ リ
科作物の 害虫 と し て 定着 し ， 重要
害虫化す る と 考 え ら れ る 。

希釈倍率 婦放飼 12 日 後の生存幼虫数 (頭)
薬 剤 名 寄生葉率

(倍) l 齢 2 齢 計

ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル水和剤 2 ， 000 201 10 

エ マ メ ク チ ン安息香酸塩乳剤 2 ， 000 108 l 

ア ラ ニ カ ル プ水和剤 1 ， 000 350 35 

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤 1 ， 000 248 3 

BT 剤 (ガ ー ド ジ ェ ッ ト 水和剤) 1 ， 000 1 13  。
BT 剤 ( ク オ ー ク フ ロ ア プル) 400 266 。
BT 剤 ( デル フ ィ ン頼粒水和剤) 1 ， 000 1 19  2 

ル プ ェ ヌ ロ ン乳剤 2 ， 000 249 2 

フ ェ ン プ ロ ノ f ト リ ン乳剤 1 ， 000 169 12 

ク ロ マ フ ェ ノ ジ ド 水朝日剤 1 ， 000 441 81  

無処理 196 51 

乳剤 は， 100% の死虫率 を 得 た が， 他 の 薬 剤 の 防除効果
は低 く ， ま た ， ル フ ェ ヌ ロ ン乳剤 区 は 5 齢幼虫 に な っ て
か ら 死亡 し て お り ， 食害程度が高 か っ た (表 7) 。

ハ ウ ス 内 の キ ュ ウ リ での薬剤試験で は， 薬剤散布後 に
羽化直前 の 婦 を 500 頭放飼 い 放飼 12 日 後 に 薬剤 が散

布 さ れて い た と 考 え ら れ る 最下葉か ら ， 上位 に 向 か つ て
8 葉 固 ま で に 寄生 し て い た 各 区 3 株 の 幼虫 数 を 調 査 し
た 。 放飼 12 日 後 の 齢期構成 か ら 考 え る と ， 薬 剤 散 布
4�5 日 後 に 産卵 さ れ た と 考 え ら れ る が， い ず れ の 薬剤
区で も 多数の幼虫が発生 し て お り ， 薬剤 の残効期 間 は 短
い と 考 え ら れた (表-8) 。

な お， 本薬剤試験 は， JA 千葉経済連 の 加藤， 遠藤両
氏 と 共同 で実施 し た も の で あ る 。

お わ り に

千葉県では， こ れ ま で ほ と ん ど発生が な く ， 殺虫剤の
淘汰 を 受 け る こ と が な か っ た 本種の薬剤感受性が非常 に

2 1 1  

109 

385 
251 
1 13  
266 

121  

251  

181 

522 

247 

79 . 2  

54 . 2  

100 
91 . 7 
66 . 7  
66 . 7  

66 . 7  

79 . 2  

95 . 8  

79 . 2  
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Diaphania 属 は， 日 本 に は ワ タ
へ リ ク ロ ノ メ イ ガ 1 種だ け が分布

し て い る が， 1 世代 に 必要 な 有効
積算温度， 交尾時刻， 合成性 フ ェ
ロ モ ン に対す る 反応， 踊重や産卵
数 な ど か ら は ， 沖縄県 と 千葉 県 の
ワ タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ は別種であ
る よ う な 印象 を 受 け る 。 種 と し て
の再検討が必要で あ る と 考 え る 。

性 フ ェ ロ モ ン の構成成分や そ の

比率 は， よ い指標 に な る と 考 え ら れ る 。 今後， 各地の ワ
タ へ リ ク ロ ノ メ イ ガ に つ い て そ の 特性や生理的変化 を 調
査 し ， 明 ら か に し た い も の で あ る 。
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